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昨年（平成１４年）１年間に発生した
火災は、市内全体で３３０件、うち下京区
内では２９件ありました。
これは、おととし（平成１３年）と比
べてみると、全市では４件の増加です
が、区内では３件の減少です。
しかし、発生件数を行政区別に見て
みると、伏見区、南区に次いで３番目
に多い件数となっています。

�区内における火災の発生状況�

下京区内で発生した火災の原因を見
てみると、おととしと同様に「放火（疑
いを含む）」が最も多く、全体の４２パー
セントを占め、続いて「天ぷらなべ」
「こんろ」「たばこ」「暖房器具」とな
っています。
しかし、「放火」が原因とされる火災
が４２パーセントもある下京区は、市内
における２３パーセントに比べると大変

高い割合となっています。
放火火災を防止するため、日ごろか
ら放火されにくい環境を保つことが大
切で『火災をなくし、安心して暮らせ
るまちづくり』をめざした「放火防止
五カ条」を実践しましょう。

下
京
区
火
災
原
因
（
平
成
14
年
） 

放火　12件 
42%

天ぷら 
なべ 
3件 10％ 

こんろ 
3件 
10％ 

たばこ 
2件 

暖房器具 
2件 7％ 

その他　7件 
24％ 

7％ 

「放火防止五カ条」

１ 家の周りには、燃えやすい物を置
かないようにしましょう。
２ 夜間、建物の周囲や駐車場は、照
明を点灯して明るくしましょう。
３ 空き家、物置にはカギをかけまし
ょう。
４ 車やバイクなどのボディカバーは、
燃えにくいものを使いましょう。
５ 地域ぐるみで放火防止に取り組み
ましょう。

�春の火災予防運動�
３月１日（土）～７日（金）

空気が乾燥して火災が発生しやすい
気象条件となる時期を迎えます。
市では、火災や焼死者などの発生を
防ぐことを目的に『春の火災予防運動』
を展開します。

けすぞう君の防災 Q&A 火災をなくそう�
��������������������������������������
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梅小路公園「梅こみち」
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�京

都
に
生
ま
れ
、
京
都
で
育
ち
、
京
都
で
創
作
を

う
え

む
ら
し
ょ
う
え
ん

続
け
た
画
家
・
上
村
松
園
。学
校
歴
史
博
物
館
で
は
、

松
園
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
特
別
展
「
京
都
の
学
校

ゆ
か
り
の
画
家

上
村
松
園
」

を
開
催
し
ま
す
。

上
村
松
園
は
開
智
小
学
校

（
現
在
の
学
校
歴
史
博
物
館
）

に
学
び
、
日
本
画
の
素
養
を

身
に
付
け
、
理
解
あ
る
母
の

ひ

ご

庇
護
の
も
と
、
京
都
府
画
学

校
へ
と
進
み
ま
し
た
。
鈴
木

し
ょ
う
ね
ん

ば
い
れ
い

せ
い

松
年
、
幸
野
楳
嶺
、
竹
内
栖

ほ
う鳳
な
ど
に
師
事
し
、
日
本
を

代
表
す
る
画
家
へ
と
大
成
し

て
い
っ
た
上
村
松
園
は
、
京
都
の
学
校
へ
深
い
思
い

入
れ
も
示
し
て
い
ま
し
た
。

京
都
の
学
校
に
は
、
松
園
と
の
ゆ
か
り
を
物
語
る

作
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
特
別
展
で

は
こ
れ
ら
の
作
品
を
中
心
に
、
松
園
の
人
間
像
と
彼

女
の
芸
術
を
育
ん
だ
ま
ち
の
息
づ
か
い
に
迫
り
ま
す
。

開
催
期
間

２
月
１３
日
（
木
）

〜
４
月
２２
日
（
火
）

開
催
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で

休
館
日

毎
週
水
曜
日

入
館
料

大
人
２００
円
、子
ど
も
１００
円

（
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
は
、
土

・
日
曜
日
無
料
）

主
な
展
示
品

も
と
ち
っ
か
ん

「
静
御
前
」

元
竹
間
小
学
校
蔵

さ
い
し
ょ
あ
つ
こ
こ
う
よ
う
ず

「
税
所
敦
子
孝
養
図
」

も
と
は
つ
ね

元
初
音
中
学
校
蔵

問
合
せ

学
校
歴
史
博
物
館
（
御
幸
町
通
仏
光
寺
下

る
橘
町
４３７

�
３４４
・
１
３
０
５
）
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改
正
ポ
イ
ン
ト

１

縦
覧
期
間
の
変
更

２

他
の
資
産
も
縦
覧
可
能

３

審
査
の
申
し
出
期
間
が
６０
日

間
に
変
更

４

借
地
・
借
家
人
も
台
帳
閲
覧

が
可
能
に

５

借
地
・
借
家
人
も
評
価
（
公

課
）
証
明
書
請
求
が
可
能
に

縦
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
資

産
を
所
有
す
る
そ
の
区
・
支
所
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
を
記

載
し
た
縦
覧
帳
簿
（
区
・
支
所
ご

と
に
作
成
）
を
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間
が
こ
れ
ま
で
の
３
月

か
ら
４
月
に
、
審
査
の
申
し
出
期

間
も
６０
日
ま
で
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

期
間
・
時
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
３０
日
（
水
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
納
税
者
、相
続
人
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人
な
ど
。

縦
覧
場
所

資
産
所
在
地
の
区
役
所（
支
所
）

固
定
資
産
税
課
（
課
税
課
）

縦
覧
に
必
要
な
も
の

印
鑑
と
納
税
通
知
書
。
納
税
通

知
書
が
な
い
と
き
は
、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
。

相
続
人
が
縦
覧
す
る
と
き
は
戸

籍
謄
本
な
ど
の
確
認
書
類
、
代
理

人
の
と
き
は
本
人
の
委
任
状
が
必

要
。

審
査
の
申
し
出

納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た

日
か
ら
６０
日
ま
で
の
間
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
審
査
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

借
地
・
借
家
人
の
証
明
請
求

に
つ
い
て

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
は
、
借

地
・
借
家
人
の
方
も
借
り
て
お
ら

れ
る
土
地
・
家
屋
の
評
価（
公
課
）

証
明
書
の
請
求
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

対
象
者

賃
借
権
者
や
地
上
権
者

な
ど
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
を
有
償
で
有
す
る
方

手
数
料

１
件
に
つ
き
３５０
円

請
求
に
必
要
な
も
の

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
借
地
・
借

家
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
、

印
鑑
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
。

物
件
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、

賃
貸
借
契
約
書
が
な
い
と
き
、
契

約
書
に
地
番
・
家
屋
番
号
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
と
き
な
ど
は
、
物

件
所
在
地
の
区
役
所
（
支
所
）
の

固
定
資
産
税
課
（
課
税
課
）
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

京
都
駅
前
を
行
く
市
電
。
昭

和
４０
年
ご
ろ
の
烏
丸
七
条
交
差

点
。
七
条
商
店
街
振
興
組
合

（
皆
山
学
区
）
所
蔵

「京都駅と市
電」

現
在
、
水
道
局
で
は
鉛
製
の
給
水

管
が
使
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭
へ
順
次

「
は
が
き
」
を
郵
送
し
、
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
別
の
情
報
は
、
水
道

工
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
第
三
者

に
は
一
切
提
供
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
道
局
が
浄
水
器
な
ど
の

販
売
を
民
間
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

民
間
業
者
な
ど
か
ら
の
電
話
や
訪

問
販
売
で
の
勧
誘
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

水
道
局
九
条
営
業
所

（
�
６８２
・
３
９
１
０
）

「
ゆ
と
り
」
を
失
っ
た
り
、「
不
安
」
を

抱
え
て
い
る
と
心
が
不
健
康
に
な
っ
て
し

ま
い
、
心
の
風
邪
は
家
族
に
も
伝
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

下
京
保
健
所
で
は
『
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
日
』
を
開
い
て
い
ま
す
。

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
』
で
は
「
イ

ラ
イ
ラ
す
る
」「
眠
れ
な
い
」「
家
族
が
病

気
か
も
し
れ
な
い
が
ど
う
対
処
し
た
ら
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
」「
家
族
に
痴
ほ
う
の

症
状
が
現
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、
対
処
の

方
法
や
受
診
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」
な

ど
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

精
神
科
医
師
と
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
』
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「静御前」元竹間小学校蔵

固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど
を
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
確

認
し
て
も
ら
う
縦
覧
制
度
が
こ
の
た
び
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い

平
成
１５
年
度
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

固
定
資
産
税
課

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

第
４
期
分
の
納
期
限
は

２
月
２８
日（
金
）で
す

＊
市
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

立
春
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
寒
い
毎
日
が
続
き
、
暖
房
器
具
が
手

離
せ
な
い
時
期
で
す
。

今
月
は
、
昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生

状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

学
校
歴
史
博
物
館

１３
日
か
ら
特
別
展

京京
都都
がが
生生
んん
だだ
画画
家家
・・
松松
園園
にに
迫迫
るる

鉛
製
給
水
管
の

ご
家
庭
狙
う

浄浄水水器器売売りりににごご注注意意

改
正
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
縦
覧
制
度

�消防団員を募集�
入団希望の方は、地域の下京消
防団員または、下京消防署庶務係
（�３６１―４４１１）まで。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

毎
週
月
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜３

時
３０
分

下
京
保
健
所

１
階
４
番
相
談
室

無
料

秘
密
厳
守

健
康
づ
く
り
推
進
課

指
導
係

日

時

場

所

費

用

そ
の
他

問
合
せ
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行政区別火災発生件数（平成14年） 

伏
見 

西
京 

右
京 

南 

下
京 

山
科 

東
山 

中
京 

左
京 

上
京 

北 

7923254129 21 19 21 291726
6419313928 20 19 35 321722

平成14年 
平成13年 

件
数 

税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う 

京
都
市
の
表
玄
関
を
美
し
く

ま
れ
す
け

や
す
ら
ぎ
チ
ー
ム

高
村

稀
典
さ
ん

下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
足
し
て
早
２
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
昨
年
春
に
は
「
や
す
ら
ぎ
チ
ー
ム
」
が
中
心
と
な
っ
て
「
花

い
っ
ぱ
い
・
ま
ち
の
美
化
」
に
取
り
組
み
、
京
都
駅
前
を
中
心
に
塩

小
路
通
や
烏
丸
通
の
歩
道
に
花
い
っ
ぱ
い
の
大
き
な
プ
ラ
ン
タ
ー
１６４

鉢
を
配
置
し
ま
し
た
。

お
お
よ
そ
２
か
月
に
わ
た
り
各
種
団
体
と
地
域
、
区
役
所
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
水
遣
り
管
理
を
続
け
、
京
都
を
訪
れ
た
み
な
さ

ん
に
華
や
ぎ
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
下
京
門
前
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
で
は
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大

に
繰
り
広
げ
、
門
前
町
の
隠
れ
た
魅
力
を
広
く
紹
介
し
て
く
れ
た
下

京
町
衆
の
心
意
気
に
、
お
手
伝
い
し
な
が
ら
も
深
い
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
３
月
に
開
か
れ
る
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
あ
わ
せ
、

今
年
も
「
花
い
っ
ぱ
い
・
ま
ち
の
美
化
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
多
く
の
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

を
続
け
、
京
都
市
の
表
玄
関
と
し
て
の
下
京
区
を
活
気
あ
ふ
れ
る
美

し
い
ま
ち
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

多
方
面
の
人
た
ち
と
出
会
え
た
プ
ラ
ス

は
じ
め

門
前
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
チ
ー
ム

広
岡

一

私
が
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
最
初
に
感
じ
た
こ
と

は
「
や
や
不
本
意
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

何
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
こ
こ
に
い
る
の
か
、
何
を
す
る
た
め
に

集
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど

毎
月
の
よ
う
に
集
ま
り
、
大
切
な
時
間
を
浪
費
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
う
ち
息
切
れ
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。２

年
経
っ
て
み
て
、
多
方
面
な
人
た
ち
と
お
近
づ
き
に
な
れ
た
こ

と
は
私
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
、
忙
し
い
人
た
ち
が
時
間
を
工
夫
し
て

集
ま
っ
て「
や
ろ
う
」と
し
て
い
る
熱
意
を
見
た
こ
と
も
プ
ラ
ス
で
、

そ
し
て
「
そ
う
だ
。
こ
こ
に
門
前
町
と
い
う
日
本
一
の
可
能
性
を
秘

め
た
ま
ち
が
あ
る
」
と
気
が
つ
い
た
こ
と
も
プ
ラ
ス
で
し
た
。

な
ん
と
僕
た
ち
は
そ
の
門
前
町
の
再
生
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
や
ろ

う
と
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
実
は
ま
ぁ
、
そ
の
道
筋
も
少
し

は
見
え
か
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

下京・町衆フォーラムでは、ただ今「花い
っぱい・まちの美化」をお手伝いしてもらえ
るボランティアを募集しています。
植付け作業 ３月８日（土）、９日（日）

両日とも、午後１時～５時
１回につき２０人程度

水遣り作業 ３月１８日（火）、２０日（木）、
２４日（月）

毎回、午前１０時～正午
１回につき１５人程度

申込み方法 はがきに住所・氏名・電話番号・希
望日を記入し、〒６００―８５８８下京区
役所企画総務課「ボランティア募
集」係へ郵送。２月２１日（金）必着
とし、申込み多数のときは抽選。

問合せ 企画総務課

力
結
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

情
報
の
ま
ち
チ
ー
ム

橋
本

佳
代
子

「
下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
下
京
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
自
分

の
た
め
に
学
習
で
き
た
ら
と
気
軽
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
つ
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
３
つ
の
チ
ー
ム
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
「
個
性
と
魅
力
を
伝
え
る
情
報
の
ま
ち
構

想
」「
楽
し
く
学
び
ふ
れ
あ
う
学
習
の
ま
ち
構
想
」
を
推
進
す
る
「
情

報
の
ま
ち
チ
ー
ム
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
会
議
で
は
、
区
民
自
ら
が
考
え
、
自
ら
が
行
動
す
る
基
本

理
念
の
と
お
り
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
使
っ
て
情
報
テ
ー
マ

や
内
容
、
そ
し
て
発
信
方
法
を
設
定
し
ま
し
た
。
和
や
か
に
、
ま
た

会
議
を
重
ね
る
ご
と
に
親
し
さ
も
深
ま
り
、「
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
夏
の
休
日
、
区
内
の
情
報
や
資
料
を
収
集
し

た
こ
と
な
ど
思
い
出
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

く
こ
と
も
で
き
た
し
、
下
京
マ
ッ
プ
も
完
成
間
近
。「
情
報
の
ま
ち
チ

ー
ム
」
の
大
き
な
力
の
結
集
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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梅
小
路
公
園

南
東
部
に
位
置

す
る
「
梅
こ
み

ち
」
は
、
平
成
１１
（
１
９
９
９
）

年
３
月
１４
日
に
下
京
区
が
誕
生

１２０
周
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
、

平
成
１２
（
２
０
０
０
）
年
と
平

成
１３
（
２
０
０
１
）
年
に
総
数

１２０
本
の
梅
の
木
が
植
樹
さ
れ
完

成
し
ま
し
た
。

「
夢
さ
そ
う

梅
こ
み
ち
」

と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
（
桝
本
�

き
ご
う

兼
市
長
揮
毫
）
に
も
あ
る
よ
う

に
、
下
京
区
の
更
な
る
発
展
へ

の
願
い
と
夢
が
込
め
ら
れ
植
え

ら
れ
た
１２０
本
の
梅
の
木
。
昨
年

の
開
花
時
期
に
は
、
紅
梅
と
白

梅
が
競
う
よ
う
に
美
し
い
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
梅
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
早
春

も
美
し
い
白
梅
・
紅
梅
が
咲

き
誇
り
、
散
策
す
る
多
く
の

み
な
さ
ん
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
足
早

い
春
の
訪
れ
を
見
つ
け
に
、
梅

小
路
公
園
へ
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

N

七条通 
大
宮
通
 

木津屋橋通 

「梅こみち」 

JR東海道線 

JR山陰本線 

塩小路通 
梅小路公園 

「
花
い
っ
ぱ
い
・
ま
ち
の
美
化
」

ボランティア募集中花の植付け
水 遣 り

下京・町衆フォーラムが、
下京区基本計画を推進する
組織としての活動を始めて
から２年を迎えようとして
います。
５つのリーディング・プ
ロジェクトを「やすらぎチ
ーム」「門前町ルネッサンス
チーム」「情報のまちチーム」
の３チームに分担して会議
を重ね、「花いっぱい・まち
の美化」などを展開してき
ました。
下京・町衆フォーラムに
おけるこれまでの活動を振
り返り、それぞれのチーム
から感想を寄せていただき
ましたのでご紹介します。

下
京
・
町
衆
フ
ォ
ー
ラ
ム

発足から２年

活
動
を

振
り
返
っ
て

梅
の
木
に
託
さ
れ
た
夢

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版 第８６号 平成１５年２月１５日第８６号平成１５年２月１５日


